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＊ 玉屋牛方式ポケットコンパス収蔵 

アーカイブ室新聞 155 号に東京天文台時代の旧測光部の古いものを収蔵したリストを紹

介した。その中に表記の「玉屋牛方式ポケットコンパス」(写真 1)があった。「玉屋」はア

ーカイブ室新聞にたびたび登場する。玉屋は延宝3年創業で平成20年に創業333年を迎え、

記念に昭和 7 年版の商品目録を 333 冊復刻している。その 263 冊目をいただいている。昭

和 7年の商品目録のなかに、すでにこの牛方式ポケットコンパスが掲載されていた。 

      

           写真 1 玉屋牛方式ポケットコンパス 

商品目録に載っている機種は No.394 であるが、この機種は、No.399-B とあるから、いま

少し新しいものと思われる。No.394 の機種は林野測量用の器械で、見透器（望遠鏡形）の

長さ：10cm、垂直分度の半径 4cm、目盛：1度、磁石盤の直径：9cm、目盛：1度、価格：23

円とあるが、No.399-B は見透器の長さが 13.5cm である。 

ポケットコンパスであり、林野測量用ということであるから、当然ながら携帯用で皮の

肩掛け型のケース（写真 2）に入っている。皮のケースには TAMAYA の刻印（写真 3）があ

る。旧測光部でどのような使われ方がしたのか不明であるが、天文観測では方位が磁石程

度では実用にはならないであろう。 



  

   写真 2 携帯用皮ケース          写真 3 皮ケースの刻印 

本体、磁石盤側面には TAMAYA & CO.LTD.の刻印(写真 4)がある。 

    

               写真 4 玉屋の刻印 

垂直分度の目盛盤が写真 5である。目盛は 1度。 

  

               写真 5 垂直分度目盛 

また、筆者には理解できないのであるが、磁石盤の目盛の東西がひっくり返っているの

である(写真 6)。子午儀などで目盛を、鏡を使って読むものは字が反転されているものを見

かけるが、このコンパスの磁石盤の文字は 0 度から 350 度の文字は反転されていない。な

らば鏡を使って読むとは思えない。なぜ東西が反転しているのだろう。東西が逆になって

要る理由をご存知の読者がいらっしゃればお教えいただきたい。 



   

         写真 6 東西が逆になっている磁石盤 

 なお、下の図１が玉屋の商品目録に出ていた牛方式コンパスである。 

    

      図 1 昭和 7年の商品目録に記載されていた牛方式コンパス 

 


